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情報ニーズと図書館
〜図書館とまちの

賑やかな関係〜
令和５年７月１１日（火）2023年度中堅職員ステップアップ研修（2）

鳥取県立図書館 支援協力課長 高橋真太郎

日本図書館協会 認定司書番号 1086

自己紹介

香川県出身

平成１５年３月 図書館情報大学・卒業

平成１５年４月～香川県立図書館

平成１６年５月～鳥取県立鳥取湖陵高校図書館

平成１８年４月～鳥取県立図書館

令和 ３年４月～境港市民図書館

令和 ５年４月～鳥取県立図書館

情報ニーズを
どうつかむのか

ニーズの受皿を再定義する必要

個から見る社会のニーズ

協働こそがニーズをつかむもっと
も大切な時間

変わる
図書館の存在意義

社会の変化に
敏感にありた
い

新型コロナウィルス

ChatGPT・GIGAスクール
LGBTQ
少子高齢化

ウクライナ情勢

気候変動・温暖化

物価の上昇

★多くの人が持つ図書館のイメージ★

調査・研究
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★変わりつつある図書館のイメージ★

オフィス

調査
研究

ボードゲーム

LIVE

クールシェア

図書館の
良いところ

行くことを強制
されない場所

人の「知りた
い」や「楽しみ
たい」が集まる

場所

情報ニーズ
の分析

０

課題
解決

豊かさ
クオリティオブライフ

ウェルビーイング

－ ＋ 図書館員の
仕事って？

たくさんの人に出会い、
人生を垣間見ることのできる仕事

こんな人、
こんな社会を

自分のやりたい
ことを実現して
生きていく

「こんなふうじゃ
なかった」や

「〇〇のせい」を
減らしたい

「やらなくちゃ」
よりも「やりた
い」であふれる

社会に

夢や想いを実現するために
図書館を
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サイダーに
ついて調べたい

ハヤブサイダー×
鳥取情報文化研究所

伝統菓子を
復活させたい

写真：ＦＡＡＶＯホームページ より

川のhotori用瀬

ひまわりオイル
を製造したい

フランス雑貨ＣｈｏｕＣｈｏｕ

私的なことに
こそ貢献を

認知症の家族にどう対応したらよいの？

社会の授業をもっと分かりやすくするため
に図書館の本を借りに来た。

無農薬の家庭菜園をはじめたい。

家族に絵本を借りて帰りたい。

菌やウイルスの図鑑をたくさん借りたい。

大好きなSFを満喫したい。

図書館員の
“自己肯定感”を高めて、
そこで感じるニーズを信じよう。

紙とデジタル
二者択一ではなく、

軽やかに行ったり来たり
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「調べる」が
大切な時代に

ネット

スマホ

新聞

本・雑誌

記録的な「大雨」が発生

当日 １週間翌日 １ヵ月 数カ月～数年

利用のしやすさ

高

簡単

メディアの構図

ネット/SNS
（TV・ラジオ）

新聞

週刊誌
月刊誌

本

・事実

・結果
・コメント ・比較

・分析

・理論化
・抽象化
・研究

大変
低

興味

こんな時に
「本」（図書館）
を思い出して
ほしい

自分の大切なものと向き合う時

自分の将来を決断する時

誰かを応援したい時

図書館に来館
できない人へ

貴重書を
気軽に

学校現場で
役立ちたい

シビックプラ
イドを高めた
い

子育てで忙し
いあの人へ

宇宙でも
読書の時代

研究の糧に

デジタルで更に広がる
皆さんの事前課題から

読書に障がい
のある方へ

「本は嫌いだから」は
もったいない

人生の分かれ
目は高校一年
生の「夏」

「図書館」か？

「アスパラガス」か？
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香川県
坂出市立大橋
記念図書館

「場」として
の図書館の
可能性

安心・安全な場所であるために図書館
が努力して来た歴史

家庭、職場・学校に次ぐ第３の居場所
（サード・プレイス）

誰でも、無料で利用できて、何もしな
くてもいい場所はそうそうない

サードプレイス
とは？

アメリカの社会学者レイ・オルデン
バーグ氏が提唱した考え方

家庭（第１の居場所）
職場・学校（第２の居場所）に次ぐ、
第３の居場所があれば人生はもっと
豊かなものになる。

【参考】『サードプレイス コミュニティの核になる「とびきり居心地よい場所」』

（レイオルデンバーグ著、みすず書房、2013.10）

サードプレイ
スの８つの
特徴

 自由に出入りができ、全員がくつろいで居心地よいと感じられる。

 地位や身分にかかわらず、当人の人柄の魅力こそが大切にされる。

 おしゃべりが活発で、機知に富み、華やかで、魅力的であること。

 身近な場所にあり、利用しやすいこと。

 常連さんがにぎやかな雰囲気を作り、新顔も受け入れる。

 飾り気がなく、見栄を張らなくてもよい。

 遊び心に満ちた雰囲気を持っている。

 もう一つのわが家のよう。

【参考】『サードプレイス コミュニティの核になる「とびきり居心地よい場所」』

（レイオルデンバーグ著、みすず書房、2013.10）をもとに作成。

■繋がる大切さ

土曜・日曜・放課後も開館しています。

冷房や暖房も効いています。

 Wi-Fiのある図書館が増えています。

静かにゆっくりできます。

図書館に入るために申し込みはいりません。

誰でも使える資料があります。

気軽に相談できる職員がいます。

誰でも無料で使えます。

■繋がらない大切さも

どうして図書館は
安心できるの？
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「ひとりひと
りの個性や考
え」を尊重す
る姿勢

「経済」の
発展が大切

「環境」を
保護する必要

本は味方に
なってくれる

各本の表紙を引用：①『バッタを倒しにアフリカへ』 (光文社）②『むらの小さな精米所が救うアジア・アフリカの米づくり』（農山漁村文化協会）
③『マッキンゼーが読み解く食と農の未来』(日本経済新聞出版) ④『地図とデータで見る水の世界ハンドブック』（原書房）

①

②

③ ④

「物理的」場
↓

「心理的」場
「社会的」場

誰でも使える場／人に寄り添う本／場を運営する人

 個を重視する
社会の変化

 デジタル化・
グローバル化

 コロナ禍

 シビック
プライド

 相互
理解

 社会の
信頼性

 コミュニティ

「つながり」や「公共」意識の希薄化

まちと図書館の
賑やかな関係

境港市民図書館の活動を例に

経験や体験の場
知ることは、対象に愛着を持つこと、正しく理解すること

社会と繋がる場所
インプットからアウトプットもできる場に、

そして交流の場へ
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まちに染み出す
図書館の活動

館外でのコミュニケーションこそが重要

社会的共通
資本の考え方

鳥取県出身の経済学者 宇沢弘文氏

一人一人の市民が、人間的尊厳を保ち、市民的
自由を最大限に享受できるような社会を安定的に
維持するために必要不可欠なものである。人間が
人間らしい生活を営むために、重要な役割を果たす
もので、決して、市場的基準によって支配されては
ならないし、また、官僚的基準によって管理されて
はならない。

『社会的共通資本』（宇沢弘文／著、岩波書店、2000）p.6～

ご清聴
ありがとう
ございました。

鳥取県立図書館

〒680-0017 鳥取県鳥取市尚徳町101 

電 話： 0857-26-8155

ﾌｧｸｼﾐﾘ：0857-22-2996

ホームページ：https://www.library.pref.tottori.jp/


